
小さな自然にも 大きな関心を 持ち ， 

よりよい環境づくりのために 進んで行動する 子どもの育成 
森 づくりの活動を 中心に   
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浦添市立浦添小学校教諭 砂 川 直 子 

Ⅰ テーマ設定理由 

浦添小学校は ， 豊かな 自 殊にふ ォ 1 あ う活動を通して、 子どもの豊かな 自然観を育成するため ， 

昭和 63 年度から平成 2 年度までの 3 ヵ年間，理科モデル 校の指定を受け   研究を進めてきた     

その結果，子どもに 次のような変容が 見られた。 

1  校内の自 鉄が 季節とと 刮 c 変わって行くことに 関心を持つようになった。 

2  動植物を科学的な 目で見るようになった。   

3  栽培活動に喜んで 参加するようになった " 

このように，浦添小学校における 3 ヵ年の研究は ， 多くの子どもに 白 殊を調べる力と 自 % を 大 

切にする態度を 身につけさせることができたと 考える " そ 乙で，浦添小学校では． こ れまで培っ 

てきた子どもの 自 妖を調べる力と 自然を大切にする 態度を引き続き 維持し，さらに 発展させるた 

めに ・今後は環境教育を 通して・子どもの 豊かな 自殊 観の育成をめざしたいと 考えている。 

ところで。 沖縄県環境保健部が 出している環境教育モデル 事業の実施要項によると ，環境教育 

モデル事業の 目的は「児童生徒が 体験学習を通じて 環境保全思想を 身につけることによ、 って，環 

境保全の主体的な 実践活動を促進するとともに ，豊がな人間性の 育成を口指すを ， のとする」とな 

って し ) る 。 これを受けて 浦添小学校における 環境教育では ， 「野島等野生生物の 森づくり」に 関 

する活動を通して 環境保全思想を 身にで 刃サ させるとともに ，自然と共存するために「自分には・ 

今 何ができるか」を 常に考えさせ ，環境保全のために 積極的に取り 組む子どもの 育成をめざして 

いる。 

今回の研究は ，今年度から 始まる環境教育モデル 校の研究のたたき 台となるものにしたいと 考 

え ，本 テーマを設定した。 

「 1 児童の自然環境に 対する意識調査 

1  調査の目的 

児童の自然環境に 封 ずる意識の実態を 把握し。 本校の環境教育のあ り方を考える 手立てとする。 

2  調査の内容 

① 自然に対する 経験はとの程度か。 また，自然に 対する感性はどの 程度養われているか。 

㈲ 身近な自然を 素材とした野覚学習の 経験はどの程度か。 ( 問 6 ～ 問 11)  ( 問 1 ～ 問 5) 

(3) す乙 やかな森における 遊びや学習の 経験はとの程度か。 ( 問 1% ～ 問 19) 

㈲ 公害や環境問題に 対する関心はどの 程度か。 ( 問 2u ～ 問 23) 

3  実態調査の方法 

㎝ 調査対象 

一 85 一 



4 年・ 5 年・ 6 年の各学年 1 クラス (4 年㏄ 人 ・ 5 年 35 人・ 6 年 3t, 吠 計 107 人 ) 

(2) 調査方法 

選択肢による 質問紙法 

(3) 調査期間 

平成 3 年 5 円 14 日 ( 火 ) ～ 16 日 ( 木 ) 

(4) 集計と分析 

性別・学年別にっ。 ・ ) ての単純計算と 分析 

4  調査結果と考察 

質問の項目は 23 項目あ り，それぞれの 項目について 結果と考察を 出したが。 今回は， 問 2   

問 3 . 問 6 . 問 7 , 問は・ 問 Ⅱ・ 問 16, 間別 08 項目を載せることにした ， 

(1) .  . に対する経験はどの 程度か。 また : 自然に対する 感性はどの程度養われているか。 

問 2 も 自由な時間がとれるとしたら ，あ なたは，一番に 何がしたいですか。 次の中から 一 
つ 選んでください。 

① 山 Ⅱ l ト 海などの 白 然の中で過ごしたい       ② 公園や広場 ・で，野球やサッカ ー を し たし 
③ 家の中でテレビを 見たり・テレビゲームなどをして 過ごした い         

④ 好きな本やマンガを 読んで過ごしたい。 

⑤ 伺 屯しな L.) で 寝 ころんでいた、 ・ 、 。 ⑥ その他 

[ 考察 ] ( もし自由時間がとれだら ，何をしたいか ) 勿 

どの学年も・もし 自由時間が ， 。 0   

とれたら， 山 ・Ⅱ l , 海などの 自 

殊の中で過ごしたいが 一番多い ， 

全体的に見ても ，家でマンガ 何 

    

や テレピを見て 過ごすよりも     

外で過ごしたい 子の方が多い。   

  

特に， 5 . 6 年生にその傾向が い 

見られる 0 
          

問 3  あ なたが， 愚近の ] 年間に経験したことを 次の中から選んで 下さい。 

① 山や海などの 自然の中でおもいっきり 遊んだ " ( いくつでもよい ) 

② バッタ・クワガタ・カブトムシなどをとりにいった。 

③ シロップ クサ ・タンポ ボ などの野の花を っ んで遊んだ。 

  ④ 海に 佳、 ・ ロ ・海草などをとりにいった。 ① 海で泳いだ， 

⑥ 川に色 、 ・ え びなどをとりにいった。     
  
⑥ 川の上流の水やわき 水などの 日 殊の水を飲んだ。   ⑨ 山に登った。 
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( 最近の 1 年間 ic 経験したこと ) 老 
  

口コ 。 年 

  ㎜。 年         
                  

[ 考察 ] 

学年別に見ると ，一番自然体験の 多 い のは 4 年生であ る。 特に， 4 年生の場合は①②③のよ う 

うな普段の日常生活における 自然体験が多いのが 特徴であ る。 

全体的に見ると ，の海で泳いだが -, 悉多い。 これは。 沖縄の地理的条件によるもので ，反対に 

⑤⑥⑧⑨等の Jll や山での自然体験が 少ない。 

(2) 身近な自然を 素材とした野覚学習の 経験はどの程度か。 

問 6  あ なたは最近の 1 年間で，理科の 授業ゆ朝の観察の 時間に，野外に 出て学習したことが 

あ りますか。 

① よくあ る ②すこしあ る ③ まったくない 
    

[ 考察 ] ( 最近 1 年間の野外での 学習経験 ) 勿 

4 年生の場合，野外での 学習経験 
4. 年   

がよくあ るが 100% であ る。 これは， 

3 年生の頃 の理科の学習が ，野外学 5 年 

習 が中心であ ったことと，朝の 観察   Ⅰ     

に 積極的に参加していたためだと 考 6 年 

える。 5 . 6 年が少ないのは ，学習         

内容が室内での 学習中心で，野覚で 。 ，。 ， 0  %  .0  ， 0  。 。 ， 0  。 0  ， 0  ・。 0% 

の 学習が少ないためだと 考える。 f@@ よくあ る すこしあ る日まったくない 

問 7  市門 で ①または②と 答えた人は，どんな 学習をしたか 次の中から選んで 下さい。 

( いくつでもよい ) 

① 植物や虫を観察して ， 「いいものみつけた」のカードにかいた " 

② 木の観察をした。 

③ キュウ リや サツマイモなどを 育てて，観察した "  ⑧ 太陽の観察をした。 

④ 植物採集をした。 ⑨ 月の観察をした。 

⑥ 木の葉や木の 実を使って ， いろんな物を 作った。 ⑩ 星の観察をした。 
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⑥ 昆虫採集をした " 

① クリーンアドベンチャーをした。 

⑩ 川の流れの観察をした。 

⑪ その他   
  

( 理科 0 コ 授業や朝の観察の 時間に，野外に 出て学習したこと ) 笏 
100 

[ 考察 ]           
②から①までは 主に 3 年の学習内容であ る。 3 年の学習は野覚学習が 中心なので， 4 年生はこ 

れるの項目については 高い割合を示している。 

③ サッ マイモの観察・⑥昆虫採集・③太陽の 観察・⑨月の 観察・⑪ Jll の流れの観察は 4 年の学 

習 内容で ， ⑩星の観察は 5 年の学習内容であ る。 しかし，⑪川の 流 ォ Ⅰの観察は，地域に 適当な観 

祭場近がなり ，⑨月の観察・⑩星の 観察は，夜間の 学習になる等の 理由から野外学習を 困難なも 

のにしているよ う であ る， 

(3) すこやかな森における 遊 び ゆ学習の経験はどの 程度か。 
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[ 考察 ] ( すこやかな森での 遊びの経験 ) 疹 

4 年生の場合， 100 老の児童が 

す 乙 やがな森で遊んだことがあ る。 

それに比べ 6 年生の場合は ， 42% 
5 年 

の児童がまったく 遊んだことがな 

い " このことは，遊びの 種類が変   6 年 

化していっていることも 考えられ 
  

るが，高学年に 行くにつれて 野外   
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[ 考察 ] ( すこやかな森での 学習の経験 ) 老 

どの学年もすこやかな 森での学習   

経験が少ない。 特に， 5 . 6 年は ， 
4 年 

「まったくない」が 半数もいる。 5 年 

理由としては・ す乙 やかな森が校舎 

から離れた所にあ り，教師が時間的 6 年 

制約のため活用しにくいとし・ ) うこと 
    

と ，高学年の学習内容が 室内での 学 。 ， 。 加 30                       100% 

習 中心であ   ること等が考えられる " 皿 よくあ る すこしあ る日まったくない 

問 ]6 次の木は，すこやかな 森にあ る木です。 この中で， あ なたの知っている 木を選んで下さ 

ⅠⅠ。 小くつでもよい ) 

① カンヒザクラ ② モ クマ オウ ③ タ イワン フウ ④ ガ ジュマル 

⑤ デ イゴ ⑥ ソウ シジュ の モモ タ マナ ⑧ ホルト / キ 

[ 考察 ] ( すこやかな森にあ る木で ， 知っている 木 ) 勿 

カンヒザクラ・ ガ ジュマル・デイ " 
  

ゴ ・モモ タ マナ・ホルト / キの 5 種 冊 

類の木は，どの 学年の児童もよく 知 " 
  

っている 0 モ クマ オウと タイワシ           

ウは 4 年生はよく知っているが 5         
  

6 年生はあ まり知らない。 ソウ シジ 3 。 

ユ はどの学年の 児童もよく知らない。       
  

この木は本校では ，すこやがな 森に     

しかなりので。 あ まりなじみがない   

ようであ る。 

り
 
（
 
公害や環境問題に 対する曲 ら はどの程度か。 

問 20  「 今 ，地球があ ぶない」と言われています。 次の① @ ら⑦ ほ でのことは : 実際に日本や 

世界で起きていることです。 この中から，あ なたが知っていることすべてに 0 をつけなさ 

t Ⅰ っ 

① 沖縄本島北部では ，大雨が降ると 赤土が海に流れ ，そのためサンゴが 死んでいって い 

60 

② ダム開発等で ヤ ンバルの山がこわされ ，ノバチゲラなどの 野生生物がすみにくくなっ 

ている。 

③ 都会では，工場の 煙や車の排気ガスが 原因で起こる 酸性雨 ( すっぱい 雨 ) によって 木 

が 枯れることがあ る。 
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④ 海にうかぶビニールを ，海 ガメがクラゲとまちがって 食べて タ E ぬことがあ る。 

⑤ 執 帯地方では，わりばしや 紙の原料となる 木材を日本に 送るため，森林が 次々とこわ 

されている。 

⑥ さびたり，くさったりしないブラスチックのごみは ，燃やすと悪いガスを 発生させる 

し，う めてもくさらないので 上にかえらず ，いつまでも 士の中に残っている。 

① チェルノブイリ 原子力発電所の 事故のあ と，ソ連では 子どものガンがふえている。 

[ 考察 ] ( 公害や環境問題をどれだけ 知っているか ) 緒 

赤土の問題は ，最近マスコミでも %   

よく報道されているので ，児童の関 

心 がもっとも高い。 

ノ グチゲラなどの 野生生物の乙と :0 
や 酸性雨・熱帯林のことも 比較的関㏄ 

  ロが 高い。 

海 ガメ や ブラスチックのごみの 乙 2 

とは，マスコミで 取り上げられるこ 朋 

とが少ないせいか 関心が低い。         の ⑥ 
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Ⅲ 環境教育の指導目標と 指導内容 

環境教育は，現行の 学習指導要領においても 新学習指導要領においても ，教科としての 位置づ 

けがなされていない。 したがって現時   白 では， /] 、 学校における 環境教育の指導目標尺 ぴ 内容は明 

確ではない。 文部省は，平成 4 年 3 月をめどに，小学校 [ 「おける環境教育の 指導書を作成する 予 

宜 で・それには ，環境教育の 意義や目的，学校教育での 環境教育の進め 万 ，教育実践例などが 示 

される予定であ る。 

そ 乙で，今回の 研究では，国立教育研究所内環境教育実践研究会が 示している環境教育の 指導 

目標と環境教育先進校の 船橋小学校が 開発した環境教育の 指導内容をもとに 研究を進めて 行くこ 

とにした     

1  環境教育の目的 

具体的な事象を 通して，自然環境と 文化環境についての 科学的な理解を 図り，環境と 人間と 

のかかわりを 認識させ， 瑛境 に対する望ましい 態度を培う。 

2  環境教育の行動目標 

-fNM 心 

(1) 小さな自然にも 大きな関心を 持ち，自然のすばらしさやたくみさに 感動するようになる     

(2) 他人あ るいは他地域の 問題にも，自分とのかがわりでとらえるようになる。   
- 知識・理解 

Ⅲ 自然環境および 文化環境にかかわる 基礎的知識や 基本的概念を ，発達段階 (c 応じて習得 

する。 

は 環境が人間をつくり ，人間が環境をつくっていることがわがるようになる。 

- 態度 

Ⅲ あ って当たり前のもの ，あ るいはあ りふれたものをみんなのものと 考え・価値を 認める 

ようになる。 

(2) 環境に対して 望ましくない 行為を規制する 態度をとるようになる。 

・技能 

㈹ 環境の質や変化を ，できるだけ 科学的に測定・ 評価できるようになる。 

(2) 環境問題にがかわる 多くの事実を 収集し ，そォュ から冷静に結論を 下し，見通しを 立てる 

ことができるようになる。 

  

3  環境教育の指導内容 

環境教育の先進 校 であ る船橋小学校では ，当初，国立研究所から 提示された環境教育の 目的 

定義・中心概念をべ ー スに研究を進めている " しかし，国立研究所がら 提示された中心概念は 
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9 領域 ( 地球・国土・ 身近な環境・ 資源・人口・ 食料・汚染・ 生物・人間生活のしかた ) にも 

まだがり，それ 自体は生涯学習のねらいをもって 設定されたものであ ゑ ため，小学校 6 ヵ年で 

指導するには 皿理 があ った。 また，領域によっては 重複した内容をもっていたり ，わさわさ環 

境教育で扱わなくても 現行の教科で 十分実現できるねらいも 含まれているなど・さまざまな 予 

盾 がでてきた。 そこで，船橋小学校では 集中的な検討会を 持ち，環境教育で 指導すべき内容と 

してく自然のしくみⅠ く 自然保護 ノく 環境保全 ノの 3 領域を設定し ， 低 ・ キ ・高学年ごとに 指 

導 内容を具体化した " 船橋小学校が 設定したこの 3 領域は，酒田真氏か l" 環境教育論」の 中で 

唱えている自然誌教育・ 自然保護教育・ 環境保全教育・ 環境科学教育かべ ー スになっている。 

く船桔小 が開発した環境教育の 指導内容 ノ 

人
 

と
環
 
境
 

全
 
）
 

保
 

境
 

 
 

 
 

全 体 低 学 年 中 学 年 高 学 年 

生物や自然環境は 生物は・各々に 即 生物の生活環境 奈 生物は，まわりの 

それぞれまわりのも した過程で，まわり 件が変わると ，そ こ 生物やその他の 環境 

のとの関わり 合いを のものと関わり 合い に生活する生物も 変 と関わり合いもって 

もち，相互に 関係づ ながら生活し。 仲間 わってくる。 生活し，それらの 関 

けられている         をふ， やしている。 係は バランスが・とれ 

ている     

身近な自殊に 接し 身近な自然に 接し 身近な自然を 大切 自然のバランス や 

親しむとともに ， 白 親しみ，生物をかわにし。 生物の生活をサイクルを ニ わさな 

然 の一員として ， 白 いがり・大切にする 脅かさないようにす いとうに努力する 乙 

殊への望ましい 関わ ことができる。 るこ 二とができる 0 とができる 

0 合いが図れる。 

環境を健康で ， 文 0  日常生活の中で 0  資源の有限性を 0  資源の偏在性 や 

化的 ・快適なものに 資源を利 m してい 知り，その有効利 有限性を知り ，そ 

保っよ う 努力する。 こ る とに気づき・ 用に努める。 の 有効な活Ⅲに 努 

ものを大切にする。 0  都市化の進展に める。 

0  身のまわりの 様 伴って，身近な 環 0  急速な都市化に 

子を知り ， いろい 境が変化してきて 伴って ， 様々な 環 

ろな 蹟境 問題に気 いること @c 気 づき， 境 問題が発生して 

づく。 残された自然を 大 いることを知り ， 

切にしょうとする。 改 苦の方法を考える。 

0  身近な環境の 美 

化 活動に参加する。 
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Ⅳ 本校における 環境教育の位置づけ 

環境教育は教科としての 位置づけがなされていないため ，環境教育の 実践に当たっては 時間 確 

保 に工夫が必要であ る・考えられる 方法としては ， 1. 環擁教育の視占から 各教科を見直し ，教科 

の内容を精選して 環境教育の単元を 設ける。 2. 各教科の余剰時間を 集め，環境教育の 時間を特設 

する。 3. 環境教育の先進 校 であ る船橋小学校の 取り組みを参考にする 等があ る。 

次にそれぞれの 場合について ，具体的に紹介したい ， 

1  教科の内容を 精選して環境教育の 単元を設ける 場合 

環境教育の視点がら 各教科を見直した 場合，本校では 理科，生活科・ 国語科・図工科・ 道徳 

持満での実践が 可能ではないかと 考える。 

㈹ 理科・生活科における 実践について 

沖縄県環境保健部自然保護課が 出している環境教育モデル 事業の実施要項によると ，環境 

教育モデル校の 活動内容は次の ょぅ   

になっている。 モデル校は ， 乙の中 く 環境教育モデル 技の活動内容 ノ 

から活動内容を 選ぶことになって お Ⅲ 野生生物の保護 lc 関すること， 

り ，本校は， (2 勝島 等 野生生物の森 ㈲ 野島等野生生物の 森づくりに関すること。 

づくりに関することについて 指定を ㈹ 探鳥 会 ・ 自鉄 観察会の実施に 関すること。 

受けている。 (4) 水生生物等水質調査に 関すること。 

また本校は，過去 3 ヵ年理科モデ (5) サンゴ等 海 生生物調査に 関すること。 

ル杖として，子どもの 豊かな自然 観 (6) スターウオッチンバ 等大気浄化に 関すること。 

を 育成するため 研究実践を行 い ， 今 (7) 廃棄物の有効利用に 関すること       

後もこれまで 培ってきた「子どもの (8) その他・環境保全に 関すること。 

自然を調べる 力と白残を大切にする 

心 」を維持していきたいと 考えている。 

このように・ 本校がこれから 実践を考えている 環境教育モデル 校の活動内容は ，本校がこ 

れまで行ってきた 理科モデル校の 研究の延長綿上にあ ると考えられるので ，引き続き理科・ 

生活科での実践が 可能であ ると考える。 

㈲ 国語科・図工科における 実践について 

「すこやかな 森の生物を守り 育てる活動」やその 他の環境教育で 体験したことを 表現する 

手段として，感想文や 記録文を書いたり ，すこやかな 森の生き物を 描いたりする 活動が考え 

られる。 乙の場合，国語科や 図工科での実践が 可能であ る。 

(3) 道徳教育における 実践について 

環境教育では ， 人 と自然・ 人 と環境との関係を 正しく捉えさせ ，人間としてあ るべき姿を 

考えさせる こ とが重要であ る。 このような 観   占から道徳の 指導内容を見ると ，自然 愛 ・ 動植 

物 愛護，生命尊重・ 畏敬の俳等，環境教育のねらいと 重なってくる 点が多い。 

(4) 特別活動における 実践について 

特別活動の中のゆとりの 時間を活 m して， 「すこやかな 森の生物を守り 育てる活動」の 中 

の 勤労生産的な 活動が可能であ る。 また，児童 会 活動で，環境教育に 関する集会活動も 可能 
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であ る， 

2  各教科の余剰時間を 集め・環境教育 イ 平成 3 年度各教科・ 道徳・ 特 活の年間授業時数 ノ 

の時間を特設する 場合 ( ) 内は標準時数 

右の表は，本校の 平成 3 年度各教科 

道徳・ 特 活の年間授業時数 と ，それを 年 1 年 2 年Ⅰ 年 Ⅱ年 5 年 67r   

ォ 1 の教科の余剰時間の 中から環境教育 斗 の時間に配分される 時数を表したもの 同語 く 304  2. Ⅰ 2)  (280 3U4  Ⅰ （ 田 ） (2280)(210)(210) 舐 M 222 222 
であ る。 

?t  会 
配分される時数は ，比較的余剰時間         
の 多 い 国語・算数は 3 時間，社会・ 理 算数 (136)  152  (175)(175)  190 190  く 1 Ⅰ ㏄ 75)(175)  185  U175 t85 Ⅰ   
科 ・体育・生活科は 2 時間，音楽・ 図 

理科 エ ・家庭科・道徳・ 特活は 1 時間とし (105 l Ⅰ 4  Ⅰ ( @ Ⅰ Ⅰ 05 4  Ⅰ く t 105)  ⅠⅠ (105) l Ⅰ 1   

た 。 各学年の合計は ， 1 . 2 年は 14 時 

問 ， 3 年以上は ]7 時間であ る。 

  

    このようにして 確保した時間を 環境図工 く 76 70) （ 77 60 @ (70)  76  く 76 7 の (70)  74  (70 74 Ⅰ 
教育の時間として 特設し，この 時間を 

家庭 中心。 に実践を行う 方法であ る 

3  冊 栢 小学校の取り 組み 
体育 ( 甘ち (105)  114  く 114  Ⅰ 05)  (105)  Ⅰ 14  (105)  Ⅱ ll  く Ⅰ Ⅰ 王 05 l Ⅰ   

環境教育の先進 校 であ る船橋市立 船 

橋 小学校の場合，環境教育の 指導時数生活 (105)(105) t Ⅰ 4 114   

を 教科と l 学級 03 時間」 ( 創意 ) で 確 

保している。 学級の時間は。 5 . 6 年   
生で週 2 時間・ 4 年生で週 1 時間か日 持満   
課表 に位置つけられている。 3 年生以， 

下の学年では ，年間の余剰 分 をあ てたく余剰時間を 集めて特設した 場合の各学年の 配当時数Ⅰ 

り 。 学習内容に比重の 大きさによって 
学年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

各教科・領域に 位置つけたりしている 

1 学年につき 2 ～ 3 単元， 低 ・ キ ・高時数 14  ]4  l7  Ⅳ 17  17 

の 2 年間でそれぞれ S 領域を学ぶこと 

になっている " 

以上のように 環境教育の時間の 取り方はいろいろ 考えられるが ，本校の場合， 

0  各教科の余剰時間を 集めて環境教育の 

0  環境教育の時間内で 指導できない 分を 

0  栽培活動等は ，ゆとりの時間を 活用す 
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う
 

す
補
 

で
、
 

特
科
 

を
教
 

聞
達
 

時
 

関
る
 

という 3 つめ 方
 

法で 
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柔
 

して、 

  

) けばよい 
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V  研究の全体構想 ( 桂案 ) 

]  研究の全体構想日 

本校の教育目標を 柱に県の共通テーマ・ 碩境 教育の目標・ 児玉の実態，地域の 実態をふ 手え ・ 頂境 教育でめ ざ ず子とも 像 ・研究主題   

研究仮説を設定する。 

本校の教育目標 

    
共通テーマ 

児童・生徒が 体験学習を通じて 掛 
境 保全思想を身につけることによっ   

て ， 蹟境 保全の主体的な 実践活動を   

推進するとともに ，豊かな人間性の 
育成を目指すものとする。 

環境教育の目標 
具体的な事象を 通して．自然 珪境 
と文化環境 ',c ついての科学的な 理解 

を図り， 頂境 と人間とのがかわりを 

認識させ，環境に 対する望ましい 態 
度を培う " 

児 章の実態 
本校は浦添城跡のそばにあ り，近 

くには畑も多い " また，校内には 傾 

斜を利 m して 児亜 が白山に遊 ぺる 森 
があ り，比較的自然に 恵まれている " 

児童は．ここての 遊ひ や学習を通し 

て多くの自然体験をしてきているが． 
最近では高学年， c いくにつれて 自然 

体験か少なく 在っている。 

学校・地域の 実態 
創立Ⅱ 0 年を迎えた歴史と 伝統の 
あ る学校であ る。 校内には．苦学・ 年 
の花塩・教材 岡 があ り，立作り小屋 
も設置されている。 また   運動場の 

南側にはすこやかな 森 かあ り，理科 
の 学習に役立っている     

さらに，学校の 北側には浦添城跡 
公園があ り，自然 填境 に恵まれてい 

  

  

「 21 世紀の新時代をたくましく 

生きぬく力を f 寄っ 子どもの育成」 
本校の弗 境 教育の指導目標 
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呵せ 
環境づくりのために 進んで行動する 子どもの育成 

    小さな自然にも 大きな関心   を 持ち・よりよ し     森 づくりの活動を 中心・に   

-   。 封 。 
    

身近な自然を 対象とした体験学習において． 
・自然のしくみについて 字ぶ 活動 
・ 人 と自然とのかがわりについて 学ぶ活動 

・ 人と瑛境 とのかがわりについて 学ぶ活動 

をすれば，よりよい 瑛境 づくりのために 進んで 

行動する子どもが 育つであ ろう。 

  

くす じ 道をたてて考える 子ども ノ 
  生物と生物．生物と 蹟 境の関係を正し 

くとらえることができる。 

一 ・ 項境 問題の現状を 正しくとらえること 

ができる     

  資源には限りがあ ることに気づくこと 
ができる。 

  

く思 ・いやりのあ る子ども ノ 

  Ⅱさな自然にも 大きな関心を f きち ，自 

一 抹のずばらしさ や たくみさに感動する。 
  琳境 に対して望ましくなし、 ・ ? ラ 為を取ら 

ない。 

くやりぬく子ども キ 

‥生き物にはす ぺ て帝かあ ることを止   解 

し，大切にする。 

・空気・ 水 ・緑など．あ って当たり何         

と思われているものに 価値を認め ，大 

切にする。 

・身近な 碩境 が変化していることに 気、 づ 

き ， 残された自然を 大切にする。 
  
  

ぐ 強い体力のあ る子ども ノ 

・働くことの 大切さを知り・ 動植物の世 

一 -  話が最後までできる。 
・すこやかな 森の生物を守り 育てる活動 

に進んで参加できる。 

  舌
動
 

 
  
 
学
ノ
 

 
 

 
 

つ
し
 

ほ
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く
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し
く
 

 
 
 
 
 
 

生物は，まわりの 生物やその他の 環 
ね 境 と関わり合いをもって 生活している 

      ことに気づくことができる。 揖境 問題の発生は ，この自然界の さらに・ バラ 
(. 、 シ スが崩れた時に 起きることを 理解で 

きる。 

人 と自然とのががわりについて 学ぶ活動 

く白妖保葮フ 

身近な口 然 に接し ， 親しむとともに． 

身近な自然を 大切にし，自然のパランス 
やサイクルをこわさないように 努力する 
ことかできる。 

( すこやがな森の 生物を守り育てる 活動 

を中りに ) 

人 と環境とのががわりについて 学ぶ活動 

く 唄境 保全 ノ 

身近な自然 蹟境 が変化し 
ていることに 気づき・残さ 

れた自然を大切にすること 
ができる。 

実 ・身近な素材の 教材化 
  唄境 教育のカリキュラムの 開発 
  特設の時間，教科，道徳，持満，ゆとりの 時 

域 間での授業実践 
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 本校の環境教育でめさす 子ども 像 とそのとらえ 方 

自然とのふれあ いが好きな子ども 

最近の子どもは ，野外での遊びが 少なくなっているといわれているが ，本校の児童も 例外で 

はない，本校 04 年以上の児童を 対象に行った 自然環境 [(@@ 対する意識調査でも ，最近 1 年間に 

経験した野覚での 遊びは，海で 泳いだが 弼膠で 」 番 多く ， 次に海に 魚 ・ ロ ・海草を取りに 行っ 

た 44%, バッタ・クワガタ・カブトムシをとりにいった 篤笏 となっている。 また，最近の 1 年 

間に， 山や海でおもいっきり 遊んだことがあ ると答えた児童は 44% しがいなかった。 このよう 

に ， 自鉄 が比較的残っているといわれている 本校でも，子どもの 自然離れが見られる。 

環境教育は，なまの 自然にふれさせることから 始まると言われている。 水に濡れ・土でよご 

れ ，虫と 遊び・緑の中でやずら ぐ ，その中で子どもは ，日鉄との上手なっきあ い方を学んでい 

くのであ る。 

自然から学ぶ 楽しさを知っている 子ども 

自 妖は複雑でむずかしい。 しかし，複雑でむずがしい 目銭でも・足もとの 小さな花， 花 fC 集 

まるチョウ，チョウをねらうクモ ，クモをねらう 烏 というように 食物連鎖にそって 1 つ 1 つ 調 

べていくと，白飲のしくみが 見えてくるものであ る。 このように，身近にあ る素材を便って ， 

目然 のしくみや人と 目 然 とのかかわりをさぐ 、 る 体験学習を積み 重ねていけば ，子どもは自炊か 

ら学ぶ楽しさを 味わう こ とができると 考える。 

自殊 に対してやさしくできる 子ども 

環境教育は，具体的   現実的な環境問題に 対応するための 教育であ る。 したがって・ 理解で 

きれば終わりではなぐ   理解 し 行動に移せる 子どもを育てることがねらいであ る。 自 殊に対し・ 

てやさしくできる 子どもとは，生物と 生物，生物と 環境の関係を 正しくとらえ。 臼伏 の バラン 

スやサイクルをこわさないように 自殊と 共存できる子どものことであ る。 

3  研究主題とそのとらえ 方 

・研究主題 

小さな自然にも 大きな関心を 持ち ， 

よりよい環境づくりのために 進んで行動する 子どもの育成 

森 づくりの活動を 申 七 ・ に   
0  「小さな自然にも 大きな関心・を 持ち」とは・ 

小さな 自妖 とは，身近な 自我という意味で・ 身近にあ る 自 扶や身近に起きている 環境問題 

に 関心を持ち続けることであ る。 関心を持ち続けることにより ， 自致 のすばらしさや 巧みさ 
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に 感動し，身近な 自 鉄 環境の変化に 気づくことができる。 

0  「よりよい環境づくりのために」とは ， 

自然に恵まれた 沖縄では，きれいな 空気・ 水 ・緑などはあ って当たり前，あ りふれたもの 

との意識が強い。 しかし，それらは 人間の生存にがかわるものであ り，なくなってからその 

存在価値に気づくのでは 遅い。 よりよい環境づくりとは ，きれいな空気・ 水 ・緑などあ って 

当たり前だと 思わ オ t ているものに 価値を認め，大切にすることであ る。 

0  l- 進んで行動する 子どもの育成」とは ， 

環境教育の大きなねらいは ，環境のために 行動できる子どもを 育てるところにあ る。 進ん 

で 行動する子どもの 育成とは，自然に 親しみ， 白 殊から学び，自然を 守るために行動できる 

子どもを育てることであ る " 

4  研究仮説とそのとらえ 方   
身近な自然を 対象とした体験学習において 

0  自然のしくみについて 学ぶ活動 ( 白飲のしくみ ) 

0  人 と自然とのかかわりについて 学ぷ 活動 ( 自然保護 ) 

0  人 と環境とのかかわりについ 学ぶ活動 ( 環境保全 ) 

をすれ ば ，よりよい環境づくりのために 進んで行動する 子どもが育っであ ろう。 

0  「 自殊 のしくみについて 学ぶ活動」とは ， 

小学校の環境教育においては ，何よりもまず 身のまわりの 自然についての 基礎的な観察が 

大切であ ると言わ ォ t ている。 すこやかな森を 中心とした校内の 生物や地域の 素材の教材化を 

試み・生物と 生物・生物と 環境は互いに 関わり合いながら 生活していることに 気づかせ， さ 

らに，環境問題の 発生は ， 乙の白鉄男のバランスが 崩れた時におきることを 理解させる活動 

であ る " 

0  「 人 と自然とのかがわりについて 学ぶ活動 l とは， 

す乙 やかな森の生物を 守り育てる活動を 中心に。 身近な自殊に 接し親しむ中で ，自然への 

驚きや感動を 覚えさせ。 自然の一員として 自然との上手なっ き 合 い 方を学ぶ活動であ る。 

0  「 人 と環境とのかかわりについて 学ぶ活動」とは ， 

身近な自 扶 環境の変化や 身近に起きている 環境問題に関心を 持ち ， 残された 自 % を大切に 

しようとする 活動であ る " 

5  仮説を検証するための 具体的方策 

一 

0 身近な素材の 教材化 0 環境教育のカリキュラムの 開発 0 授業実践 0 自然環境の整備 、 " 

仮説を検証するための 具体的万策として ，校内や地域の 身近な素材の 教材化・環境教育の ； 

リキュラムの 開発・授業実践・ 自然環境の整備を 考えている。 そ 乙で，今回の 研究では，地域 

の 素材を教材化するための 観点やカリキュラム 開発のための 観点を明らかに ，仮説で示した 3 
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の
 
 
 

ユ
材
 

括動は ついての具体的な 活動 例 ( カリキュラム 開発の試み ) を示すことにした。   

地域素材の教材化やカリキュラム 開発の観点 

環境教育は，具体的・ 現実的な環境問題に 対応するための 教育であ るので，素材やカリキ 

ラムは，身近なもので ，現実的な課題を 持ったものでなければならない。 そ 乙で，地域 素 

  の 教材化やカリキュラム 開発は。 次のような 観   占を持って行うことにする。 

  

く 地域素材を教材化するための 観点 ノ 

0 直接見たり聞いたりできるもの。 

0 住んでいる地域の 特有なもの。 

0 子どもの経験と 結びっくもの。 

0 事象が明確に 提示できるもの。 

0 地域の課題を 含むもの。 

船橋 小 「環境教育と 体験学習」 P18 

く 環境教育のカリキュラム 開発の 

0 体験学習を重視する。 

0 すこやかな森の 生物を守り育てる 

極 的に取り上げる。 

0 校内や地城の 素材を積極的 fc 取り 

0 地域の現実的な 課題をもったもの 

げる。 
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低学年向 き ) 5 時間扱い 

単元のねらい 
時 

主 エ 。 

己 酉 

校内のいたる 所に生 ①すこやかな 森へ 行って ， 

有 しているタチ アワユ おに ごっこ・ ホ のぼり 

キセンダン クサ は ，生 ②遊んだ後，靴下や 洋 月 Ⅲ 

合力の強 い 草であ る " づく。   

競争のはげし い 雑草の ③すこやかな 森にたくさ ， 

世界で，タチ アヮユ キ 2  サ の種子であ ること 川 

センダングサの 種子は ④ タチアワ ユキセンダン     

動物や人間の 衣服につ 洋服にくっつくのか 話 ・ 

いて遠くへ運ばれ・ど ⑤ タチアワ ユキセンダン     

んどん繁殖していって 遠くへ運ばれていって @ 

いることを知る こ とが 

できる っ ⑥人や動物にくっついて ュ 

  グサ は，校内のどんな 戸 

キセンダングサの 地図 ; 

  
①植物の種子は ， 他にど / 

っ たり，図書館へいっ「 
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みんなで楽しく 遊ぶ。 

・草花遊び・タイヤ こ ろがし等。 

C 種子がたくさんついていることに 使 

ん 咲いているタチ アワ ユキセンダンク 

気づく " 

グサ の種子は，なぜ ，みんなの靴下 ィ 

し合 う。 

グサ の種子は ， 人や動物にくっついて 

， ) ることに気づく ， 

衰 くへ運ばれたタチ アワ ユキセンダン 

折に生育しているか 調べ，タチ アワコ 

三作る。 

しな万法で遠くへ 運ばれるのが 話し 冶 

こ 調べたりする。 



1  ⑧野外に出て 、 ・ ) ろんな種子を 採集し，仲間分けをする " 

② 人 と自然とのかかわりについて 学ぶ活動 ( 自然保護 ) 

単元 名 アオスジアゲハの 食草を植えよう ( 中学年向き ) 5 時間扱い 

単元のね つ い 

夏になると校内をよ 

く飛んでいるアオスジ 

アゲハの食草を 調べ， 

アオスジアゲハの 食草 

は校内にはあ まりなく 

むしろ隣接する 浦添城 

跡に多し・ ) ことに気づく 

ことができる。 そして 

アオスジアゲハの 幼虫 

を 育てるためには ，校 

内に食草となるクスノ 

キ・ セブ     ニッケイ ， タ 

ブ ノキ等を植えなけれ 

はならないことに 気づ 

き，食草を植えること 

ができる。 
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③ 人 と環境とのかわりについて 学ぶ活動 ( 環境保全 ) 

単元老 緑の大切さ -- 赤土汚染を考える -- ( 高学年向き ) 3 時間扱い 
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の
 
ニ
ル
 

挙
 

ねらし・ ) 

身近に起きている 赤 

土汚染について 考え， 

赤土流出の原因はいろ 

いろあ るが，農地開発 

リゾート開発・ 米軍演 

習・土木工事等による 

森林破壊が大きな 原因 

になっていることに 気 

づき，身近な 緑を守る 

こ との大切さを 知る こ 

とができる。 

赤土汚染発生のしくみ 

自然的要因 

0 土壌 

0 陸の地形 

o 降雨 

0 海の地形 

  

森
林
破
壊
 

人為的要因 

0 農地開発 

0 リゾート開発 

0 米軍演習 

0 パイン畑のき 

りかえ 

0 土木工事 

0 その他 

 
 

 
 

 
 

一
時
 

一
両
 

己
 

主 な 活 動 

①沖縄県環境保健部が 制作した「赤土汚染・ 青い海をとりもど 

すために」のビデオを 見る。 (225 分 ) 

②ビデオ視聴後，赤土汚染の 現状について 話し合い・赤土汚染 

現状をとらえる。 

く 赤土汚染の現状 ノ 

oJll や海の自然が 破壊されている。 ( サンゴの死滅 ) 

0 沿岸漁業へ大きな 影響を与えている。 ( モズ ク の養殖 ) 

0 青 い 海が失われることは ，観光立県として 大きな損失であ 

る - - 

0 水道水の水源が 赤土で濁り，取水停止となることがあ る。 

0 赤土で川や海がよごれ ，県民の野外活動の 障害となってい 

る。 

  

③赤土汚染の 原因について 話し合い ，赤   l,j 汚染の原図をとらえ 

る。 

く 赤土汚染の原因 ノ 

( 自然的要因 ) 

0 冥土の的形を 占める赤土 ( 固頭マージ ) は・雨水が浸透し 

にくいため地下水とはなりにくく ，表流水が多い " また， 

土砂粒子が細かく ，粒子が互いにバラバラになりやすい 等 

の桂 質 があ るため浸食を 受けやすい。 

0 固頭マージ地帯は ， 山が海に迫り 河川が短いので ，山地で 

流出した赤土は ，短時間のうちに 海に流れ込む。 

0 沖縄県に降る 雨は ， 雨の粒が大きく ，スコール的に 降るた 

め， 裸 地面が雨にたたかれると ，赤土が流出しやすい。 

0 沖合のリーフと 陸地に囲まれた 礁池 ( イ / 一 ) は・水産生 

物にとっては 重要な産卵・ 生育の場所となっている。 礁 池 

は通常，浅くて 波が際やかで ，潮の流れもめるやかであ る。 

こ のような閉鎖的な 海域は，赤土に 汚染されるとなかなか 

元のきれいな 海にはもどらない。 

( 人為的要因 ) 

0 バイナップル 栽培のための 山地開発。 バイナッブルは ，連 

作を嫌うため ，バインの古株と 一緒に表土を 5 億 m 前後除去 

する。 除去された赤土は ， 谷 部へ ， }l@ ，海へと 流オ 1 出る 
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l ｜ 
赤 土 汚 染 

  

  

ことになる。 

0 土地改良事業 

0 山野を削って 行われる農用地，牧場，宅地， リゾート造成 

事業 

0 米軍の演習 

0 土木工事 

①このように 赤土汚染の原因はいろいろあ るが， 昔 ，沖縄では 

赤土問題はなかったことから ，自然要因よりむしろ ，赤土が 

流出しやすい 気候風土を考えずに 無理な開発を 行った人為的 

要因の方が多いことに 気づく。 

⑤人為的要因の 中でも，最近多い 山野を削って 行われる農用地 

牧場，宅地。 リゾート造成事業は ，森林を壊して 行われてい 

ることに気づく。 

⑥森林では植物の 根が地中に細かに 生え広がっていて・これが 

しっかり土をつかまえ 流れ出さないようにしていること。 ま 

た，森林の土は 雨を地下に浸透しやすいため ，大雨が降って 

も表面の土は 流れ出さない こ とをとらえる。 

のこれらのことから ，赤土を流出させないで 沖縄の青 い 海を 

守るには，沖縄の 気候風土を考えない 無理な開発をやめ ， 森 

林を守る こ とが大切であ ることに気づく。 

(3) 

  

本校で開発可能なその 他のカリキュラム 

日
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ユ
 

ヒヨドリの集まる 木 

単 元 の ね ら い 

ユウゲ ショウの花の 咲く時間を調べ 天気とのがかわりをさぐる。 

ヒヨドリの集まる 木はどんな 木 か調べ，野鳥を 呼ぶためにはど   

うすォ t は よいか考える 
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l l 
  畑 の 上 ・運動場の土・ す乙 やかな森の土を 調べ，植物のよく 育   

自
 

然
 

保
護
 

環
境
保
全
 

っ 土には，いろんな 土壌動物が住んでいる こ とをとらえさせる の 生 物 住む 土 た ま 植物のよく育っ 土はどのようにしてできるのか 調べ ，堆 
肥 づくりをする。 

浦添城跡の野鳥を ，す 浦添城跡の野鳥にくわしい 専門家の話を 聞き，浦添城跡の 野島 

乙 やかな森に呼ほ う をすこやかな 森に呼ぶ計画を 立て，実行する。 
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6  3 年間の研究計画 

1 年 次 

  

0 児童の自然環境に 対する 

意識調査 

0 環境教育モデル 校でめざ 

す子ども 像 ・研究主題・ 

研究仮説の設定 

0 研究の全体構想図の 作成 

0 環境教育のかⅠキュラム 

の 開発 

0 道徳 [C おける環境教育の 

授業実践 

0 生活科のマップ 作成 

0 校内の自然環境の 見直し 

0 1 年次の研究収録作成 

0 1 年次発表 

2 年 次 

0 各学年，開発カリキュラ 

ムの中から 2 ～ 3 単元， 

授業実践する。 

0 生活科のマップ 作成 

0 校内の自然環境の 整備 

0 浦添小学校の 自然観察の 

手引き書作成の 計画 

0 手引き書作成のための 資 

料 mx 集 

0 2 年次の研究収録作成 

0 2 年次発表 

3 年 次 

0 各学年，開発かりキュラム 

の中から 2 ～ 3 単元，授業 

実践する。 

0 校内の自然環境の 整備 

0 自然観察のための 手引き書 

完成 

0 3 年次の研究収録作成 

0 3 年次発表 
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W  研究の成果と 今後の課題 
]  研究の成果 

まったく無から 始まった研究であ ったか，乙の 4 カ月間，環境教育先進校の 資料や最近出さ 

れた地球規模の 環境問題に関する 資料を読み研究した 結果，次のような 成果かあ った。 

㈲児童の自然環境に 対する意識調査を 実施し，本校の 環境教育のあ り方を考える 手立てとす 

ることかできた " 

(2) 環境教育の指導目標と 指導内容を明確にすることかできた。 

(3) 本校における 環境教育の位置 つ けを明確にすることができた。 

(4) 本校かこれから 研究を始めるためのたたき 台となる研究の 全体構想を立てることかできた。 

(5) カリキュラム 開発を試みる こ とかできた。 

2  今後の課題 

Ⅲ 現場にもと「たら・ 今回の研究をたたき 台にして推進委員会で 話し合い，本校における 環 

境教育のあ り方をもう一度見直したい " 

(2) 平成 4 年 3 月に出される 小学校における 環境教育の指導書をもとに。 もう一度，研究の 全 

体構想を見直したい。 

(3) 今回，研究の 理論的な全体構想は 立てることかできたか ，本校の自然環境を 見直し充実さ 

せるための全体計画を 立てることかできなかったので ，今後研究していきたい。 

おわりに 

この 4 カ月間は，教員生活 1 り年目で迎えた 2 度目の長期研修のチャンスであ った，教員生活 5 年 

目 で経験した研修生活とは ，また違った 意味で，とても 充実した 4 カⅡ間であ った。 また，この研 

修期間中に，沖縄県環境保健部が 主催しに地球環境を 考える講演会や 赤土汚染を考えるシンボジ ュ 

9 ムに参加して ，学校現場ではなかなか 触れる こ とができない 生の現実に触れる こ とができ。 とて 

も勉強になった。 

このような充実した 研修の機会を 与えて下さった 浦添市教育委員会   直接指導して 下さった池田 

博明指導主事に 感謝中し上げます。 
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